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❷

｝

　平成２３年第４回定例議会は、９月１日から９月２６日まで
の２６日間の会期で開かれ、平成２２年度一般会計歳入歳出決
算の認定など、１９議案を原案のとおり可決・認定しました。
また、人事案件２件について同意しました。その他、２件の陳情
について審議し、それぞれ下記の結果となりました。
　また最終日には、意見書３件を含む発議４件を上程し、それ
ぞれ下記の結果となりました。

案　　　　　　　　　件 結　果

予
　
算

意
見
書

発
議

条
　
例

財産

認
　
定

人
事

陳
　
情

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成多数で可決

賛成少数で否決

満場一致で採択

満場一致で同意

満場一致で同意

賛成多数で認定

賛成少数で不採択

満場一致で可決

満場一致で可決

9月

斑鳩町予防接種健康被害調査委員会条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

消防ポンプ自動車購入について

平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について

平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２３年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２３年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

平成２２年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２２年度斑鳩町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２２年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２２年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２２年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて

斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求めることについて

拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度法制化を求める意見書の採択
について

ガイド活動に伴う駐車料金に関する陳情書について

拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法制化を求める意見書につ
いて

原発から撤退し、自然エネルギーの本格的導入を求める意見書について

原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を求める意見書について

議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する条例について

８ページに賛否の討論

４～７ページに関連記事

８ページに賛否の討論

7ページに賛否の討論

３ページに意見書

９ページに賛否の討論

３ページに意見書、９ペー
ジに賛否の討論

清水建也氏を任命すること
に同意しました。

和田佐知子氏を選任するこ
とに同意しました。

地方自治法の一部を改正する法律により、市町村基本構想の議決の義務づけが廃止されたことに伴い、
基本構想の策定、変更又は廃止に関することを議会の議決すべき事件に追加しました。
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No.70❸

拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法制化を求める意見書

原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を求める意見書

　ポイ捨てごみの氾濫や廃棄物処分場の確保の問題、更にはごみ処理費負担増による基礎自治体財政の圧迫など、
ごみ問題を取り巻く状況はますます深刻化しています。１９９７年４月から施行された容器包装リサイクル法は２
００８年４月に見直されましたが、依然として事業者の負担に比べて市町村の財政負担や地域住民の負担が大き
く、ごみの発生抑制や再使用の促進など循環型社会を実現するための効果は十分とは言えません。
　持続可能な循環型社会を築くためには、わが国の大量生産・大量消費・大量廃棄・大量リサイクル型の経済社会
を見直し、廃棄物の発生抑制、再使用を優先する社会を築くことが必要です。そのためには、生産者が、生産過程でご
みとなりにくいような製品を作り、使用済み製品の回収・資源化まで責任を持つこと、すなわち処理・リサイクル
費用のすべてを製品価格に含めた拡大生産者責任（ＥＰＲ）の導入が必要です。また、使い捨て容器にはデポジット
制度を導入することで、対象となった容器の高い回収率が期待でき、資源利用の促進や廃棄物の発生抑制、ポイ捨
て・不法投棄の防止に対し極めて有効な手段となります。
　すでに欧米などの多くの国では、省資源・資源循環を実現するために、拡大生産者責任（ＥＰＲ）やデポジット制
度を導入し、使い捨て容器の使用を減らすことによるごみ減量やリユース容器の使用促進に大きな効果をあげてい
ます。
　よって、斑鳩町議会は、政府に対し、容器包装廃棄物の発生抑制、再利用・再資源化を促進し、循環型社会の実現を
図るため、ＯＥＣＤが提唱する拡大生産者責任、及びデポジット制度の導入について、積極的に検討し、早期に制度
化を図るよう強く要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成２３年９月２６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会

　東日本大震災による福島第一原発の事故は、わが国で初めて「原子力緊急事態宣言」が発令される深刻な事態と
なっています。
　事故発生から６ヵ月が経過した今なお周辺地域では多くの住民が避難生活を余儀なくされ、依然として事態収拾
の目途が立っていない状況にあります。また、放射能汚染は、広域的な被害をもたらすとともに、風評被害の深刻化
など、その影響は日本全体に大きく広がっています。
　原子力発電所の安全性に対する国民の信頼を大きく失った今回の事態を一刻も早く収束することはもとより、国
民の安心・安全を確保することが国の最大の責務であります。
　また、今般の政府の電力需給対策は、節電のインセンティブが働くような施策が盛り込まれず、国民生活や日本経
済全体に大きな影響を及ぼす結果となっており、将来的な新エネルギー戦略を見据えて、持続可能な電力需給政策
が必要であると考えます。
　よって、国におかれては、下記の事項を実現されるよう強く要望します。

記
１． 今回の事故原因の徹底した調査・検証を踏まえ、稼働中の原子力発電所の抜本的な安全対策を講じること。
２． 再生可能な自然エネルギーの本格的導入等、新たなエネルギー政策を講じること。
３． 省エネ型家電の普及やエコポイント制度等の効果的なエネルギー消費の削減策を講じること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成２３年９月２６日　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に
2件の意見書を送付

　９月定例会では、「拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度の法
制化を求める意見書」など、２件の意見書が可決され、政府関係機関に
意見書を送付しました。
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本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
平
成
22
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
9
月
9
日
、
12
日
、
13
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
予
算

決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
決
算
審
査
の
質
疑
で
は
、
委
員
か
ら
多
く
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
抜
粋
を
掲
載
し
、
報
告
し
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
で
黒
字
決
算

　
委
員
会
で
は
、
監
査
委
員
よ
り

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り
が
な
い
も

の
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
各

基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計

数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
こ
の
報
告
の
後

に
、
決
算
の
認
定
の
た
め
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
報
告
に
つ
い
て

　
改
正
さ
れ
た
公
会
計
制
度
が
導

入
さ
れ
、
財
政
健
全
化
比
率
な
ど

を
、
所
定
の
数
字
を
当
て
は
め
た

公
式
を
使
っ
て
算
出
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
斑
鳩
町
は
か
な
り
健
全
な
運
営

状
況
だ
と
判
断
で
き
ま
す
。

　
斑
鳩
町
の
状
況
を
県
内
市
町
村

（
12
市
、
15
町
、
12
村
↓
計
39
市
町

村
）と
比
較
し
た
場
合

◇
実
質
赤
字
比
率
↓
黒
字
健
全
で

７
位（
１
位
・
東
吉
野
村
）

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率
↓
黒
字
健

全
29
位
（
国
民
健
康
保
険
の
大
幅

な
赤
字
の
影
響
、１
位
・
大
淀
町
）

◇
実
質
公
債
比
率
↓
健
全
４
位

（
全
国
１
７
５
０
市
町
村
中
３
０

６
位
、
県
１
位
は
生
駒
市
で
全
国

で
は
１
０
５
位
）

◇
将
来
負
担
比
率
↓
健
全
９
位

（
１
位
・
川
上
村
）　

【
総
務
費
】

Ｑ
　
財
産
管
理
の
点
で
、
平
成
19

年
に
土
地
開
発
公
社
か
ら
買
い
上

げ
た
も
の
が
、
こ
の
間
に
抜
け
落

ち
て
い
た
も
の
が
、
平
成
22
年
度

に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
反
省
を
伴
う
説
明
が
さ

れ
て
い
な
い
。

A
　
過
年
度
に
取
得
し
た
事
業
用

地
の
追
加
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
く
。

Ｑ
　
丘
陵
地
の
団
地
等
で
の
高
齢

化
な
ど
の
外
出
支
援
の
必
要
性
を

考
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
。

A
　
来
年
１
年
間
調
査
研
究
を
し

て
、
平
成
25
年
ぐ
ら
い
か
ら
ワ
ゴ

ン
車
な
ど
の
運
行
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

平成２2年度　決算総括表

平
成
２2
年
度
決
算
を
認
定

健康

一 
般 
会 
計

4

国民健康保険事業

老 人 保 健

大 字 龍 田 財 産 区

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特
　
別
　
会
　
計

合　　計

一 般 会 計

歳 　 　 入会 計 別 歳 　 　 出

８４億７，８４２万円

２８億６，９８２万円

１，６０５万円

３５１万円

１１億２，３９６万円

１６億７，１６４万円

２億７，６３３万円

１４４億３，９７３万円

７８億　　２６５万円

３３億１，０６９万円

１，６０５万円

２万円

１１億２，３９６万円

１６億６，１２４万円

２億７，６０８万円

１４１億９，０６９万円

(１万円未満　四捨五入）
▲平成22年度購入のハイブリッドごみ収集車
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Ｑ
　
防
犯
灯
の
自
治
会
管
理
は
、

自
治
会
、
未
加
入
者
も
増
え
て

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
制
度
の
見

直
し
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

A
　
近
隣
町
と
比
較
し
て
も
充

実
し
た
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

主
体
的
な
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
現
状
を
維
持
し
た
い
。

Ｑ
　
自
治
会
運
営
も
大
変
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

集
会
所
の
備
品
に
対
す
る
補
助

金
制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い
。

A
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
郵
便
入
札
の
場
合
、
３
千

万
円
以
上
の
事
業
と
線
を
引
く

必
要
性
は
何
か
。
ま
た
電
子
入

札
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A
　
３
千
万
円
以
上
に
な
る
と

県
外
の
事
業
者
か
ら
の
入
札
も

多
く
な
る
の
で
線
を
引
い
て
い

る
が
、
今
後
、
金
額
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
。
ま
た
、
電
子
入

札
に
つ
い
て
は
生
駒
市
が
実
施

し
て
い
る
が
、
参
加
業
者
の
数

に
よ
り
、
ど
ち
ら
が
効
率
的
な

の
か
検
討
す
る
。

Ｑ
　
長
期
に
わ
た
っ
て
土
地
開

発
公
社
が
保
有
し
て
い
た
土
地

を
一
般
会
計
で
取
得
し
た
経
過

が
あ
る
。
有
効
活
用
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
　
防
災
広
場
と
い
う
位
置
づ

け
を
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、

活
用
で
き
な
い
土
地
は
処
分
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
民
生
費
】

Ｑ
　
老
人
憩
の
家
の
カ
ラ
オ
ケ

設
備
は
、
古
く
て
使
い
に
く
い
。

ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
が
故
障

し
た
ま
ま
の
も
の
が
あ
る
が
、

整
備
で
き
な
い
か
。

A
　
老
人
憩
の
家
運
営
協
議
会

や
利
用
者
の
ご
意
見
を
聞
く
中

で
設
備
の
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　
災
害
時
の
要
援
護
者
の
避

難
所
の
特
定
、
避
難
経
路
な
ど

の
確
保
、
ま
た
、
そ
の
明
記
に

つ
い
て
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

A
　
地
図
ソ
フ
ト
に
要
援
護
者

の
入
力
は
済
ま
せ
た
が
、
今
後
、

こ
の
地
図
ソ
フ
ト
の
活
用
を
効

率
的
に
で
き
る
よ
う
研
究
し
て

い
く
。

Ｑ
　
高
齢
者
の
優
待
券
の
交
付

は
、
バ
ス
カ
ー
ド
と
い
き
い
き

の
里
の
入
場
券
の
ど
ち
ら
か
に

な
っ
て
い
る
が
、
選
択
肢
を
広

げ
て
、
ほ
か
に
も
利
用
で
き
る

も
の
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

A
　
高
齢
者
の
方
が
実
際
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
は
あ
る
が
、

現
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
　
聴
覚
障
害
者
の
方
が
、
観

光
に
来
ら
れ
る
の
で
、
斑
鳩
町

が
力
を
入
れ
て
い
る
手
話
通
訳

を
観
光
に
も
活
か
し
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

や
す
く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

A
　
観
光
協
会
の
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
当
然
手

話
通
訳
者
を
手
配
す
る
。
来
ら

れ
た
方
に
満
足
い
く
よ
う
に
取

り
組
み
た
い
。

【
衛
生
費
】

Ｑ
　
火
葬
場
、
衛
生
処
理
場
、

鳩
水
園
な
ど
の
周
辺
対
策
事
業

の
費
用
が
大
き
い
が
、
詳
細
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

A
　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
地
元

自
治
会
か
ら
出
た
要
望
に
対
し

て
実
施
し
て
い
る
。
火
葬
場
で

は
、
三
井
自
治
会
の
水
路
改
修

に
１
５
６
万
８
５
０
０
円
と
、

東
里
自
治
会
の
水
路
改
修
を
は

じ
め
と
す
る
５
事
業
に
１
０
０

４
万
１
８
０
０
円
を
支
出
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
衛
生
処
理
場

で
は
、
高
安
自
治
会
の
農
道
舗

装
整
備
に
８
９
１
万
９
２
５
６

円
と
高
安
西
団
地
の
水
路
工
事

に
2
1
万
８
５
２
８
円
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
工
事
の

3
7
万
３
８
０
０
円
を
支
出
し

て
い
る
。
ま
た
鳩
水
園
で
は
、

神
南
自
治
会
の
公
民
館
ト
イ
レ
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど
３

事
業
に
２
８
８
万
７
２
０
０
円

を
支
出
し
て
い
る
。

Ｑ
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
の

調
査
の
た
め
、
３
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
不
足
な
ど
あ
り
、
接
種
率
は

あ
ま
り
伸
び
て
い
な
い
。

Ｑ
　
廃
食
用
油
の
燃
料
へ
の
リ

サ
イ
ク
ル
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

A
　
平
成
22
年
か
ら
は
家
庭
用

廃
食
用
油
、
学
校
給
食
か
ら
出

る
油
す
べ
て
を
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
て
い
る
。

平成22年度決算を認定

No.705

▲平成22年度から子ども医療費の助成を
　中学3年生までに拡大されました。
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平成22年度決算を認定

【
農
林
水
産
業
費
】

Ｑ
　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
う

ち
、
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の

対
策
に
つ
い
て
。

A
　
県
に
も
っ
と
積
極
的
な
対

策
を
お
願
い
し
て
、
協
力
し
て

や
っ
て
い
か
な
い
と
、
町
だ
け
で

は
対
応
は
難
し
い
。

Ｑ
　
草
が
伸
び
す
ぎ
た
遊
休
農

地
も
多
い
が
、
管
理
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

A
　
年
々
増
え
て
い
る
遊
休
農

地
の
草
の
処
理
は
、
農
業
委
員
会

と
し
て
も
所
有
者
に
連
絡
を
し

て
、
適
正
に
処
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。

Ｑ
　
い
き
い
き
フ
ァ
ー
ム
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
。

A
　
こ
こ
数
年
間
は
抽
選
す
る

こ
と
も
な
く
、
ち
ょ
う
ど
利
用
者

が
埋
ま
る
状
況
で
あ
る
。

【
商
工
費
】

Ｑ
　
松
並
木
に
あ
る
バ
ス
停
を

ｉ
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
移
転
す

る
こ
と
に
つ
い
て
。

A
　
現
在
の
バ
ス
停
に
は
、
屋
根

や
ベ
ン
チ
も
な
く
、
ま
た
タ
ク

シ
ー
の
待
機
場
所
に
も
近
い
。い

ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
、ｉ
セ
ン

タ
ー
の
と
こ
ろ
に
移
設
す
る
ほ

う
が
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。奈
良
交

通
や
西
和
警
察
に
要
望
書
を
出

し
て
い
る
。

Ｑ
　
県
設
置
の
公
園
の
管
理
が

不
十
分
で
、
入
れ
な
い
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
対
策
を

き
ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
。

A
　
県
で
定
期
的
な
草
刈
り
な

ど
の
管
理
は
さ
れ
て
い
る
が
、
維

持
管
理
の
厳
し
い
状
況
で
満
足

に
は
で
き
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。県
と
調
整
を
図
り
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
観
光
会
館
は
古
い
建
物
だ

が
、
利
用
者
の
安
全
の
た
め
、
耐

震
補
強
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

A
　
耐
震
建
築
の
基
準
の
な
い

昭
和
38
年
建
設
の
建
物
で
、
耐
震

補
強
も
し
て
い
な
い
。老
朽
化
に

伴
い
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
　
商
工
会
の
広
域
化
と
そ
れ

に
伴
う
職
員
の
配
置
と
補
助
金

の
関
係
に
つ
い
て
。

A
　
国
の
補
助
金
、
県
の
補
助
金

な
ど
人
件
費
な
ど
の
カ
ッ
ト
を

さ
れ
て
き
て
、
商
工
会
も
合
併
せ

ざ
る
を
得
な
い
。そ
の
た
め
効
率

化
を
し
て
も
、
町
の
補
助
金
は
か

え
っ
て
増
え
る
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
、
県
の
商
工
会
が

採
用
し
た
職
員
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
斑
鳩
町
商
工
会

で
採
用
し
た
職
員
も
県
商
工
会

の
職
員
と
な
り
、
４
名
配
置
さ
れ

て
い
る
。

【
土
木
費
】

Ｑ
　
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
策
定

に
お
い
て
調
査
の
結
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
斑
鳩
町
が
管
理
す
る
主
要

な
15
ｍ
以
上
の
13
の
橋
梁
を
交

付
金
の
対
象
と
し
て
調
査
が
行

わ
れ
た
。評
価
は
３
段
階
で
、
支

障
の
な
い
軽
度
の
ひ
び
割
れ
で

補
修
の
必
要
な
も
の
が
９
橋
。早

急
な
対
策
が
必
要
な
も
の
が
４

橋
と
な
っ
た
が
、
こ
の
４
橋
も
程

度
が
軽
微
な
状
況
で
、
経
過
観
察

を
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
維
持
管

理
を
行
う
。

Ｑ
　
農
業
用
水
路
の
あ
る
道
路

で
、
水
路
と
道
路
の
境
目
に
安
全

対
策
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
あ

る
が
、
対
策
を
し
て
も
ら
え
る

か
。

A
　
特
に
危
険
な
場
所
と
判
断

し
た
場
合
、
水
利
組
合
と
管
理
面

も
含
め
て
協
議
を
し
て
、
安
全
な

柵
な
ど
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
県
河
川
の
堆
積
物
は
、
増
加

す
る
と
草
が
生
え
た
り
、
悪
臭
が

し
た
り
す
る
が
、
そ
の
除
去
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
県
は
計
画
的
に
堆
積
物
の

除
去
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
堆
積
具
合
を
現
場
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
も
の
の
、
他

の
川
と
の
合
流
具
合
が
影
響
す

る
こ
と
も
あ
り
、
県
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
河
川
改
良
で
、
浸
水
対
策
の

工
事
が
未
着
工
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。

A
　
昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
で
、

町
内
に
何
ヶ
所
か
の
床
下
浸
水

な
ど
が
あ
っ
た
。並
松
地
区
で
の

対
策
が
進
み
、
対
処
し
よ
う
と

な
っ
た
け
れ
ど
も
、
上
流
と
の
関

係
も
あ
り
、
も
う
少
し
高
さ
や
流

れ
な
ど
確
認
し
て
、
効
率
的
な
改

良
が
必
要
と
判
断
し
、
未
着
工
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
大
和
川
の
岸
に
つ
い
た
流

木
が
、
根
を
つ
け
て
大
き
く
な
っ

て
い
る
の
を
何
と
か
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
　
一
昨
年
か
ら
地
域
の
方
々

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
一
部
を
河

川
事
務
所
で
伐
採
し
て
も
ら
っ

た
が
、
引
き
続
き
伐
採
し
て
も
ら

う
よ
う
５
月
に
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。

【
消
防
費
】

Ｑ
　
町
内
に
１
０
４
基
設
置
さ

れ
て
い
る
防
火
水
槽
の
維
持
管

理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

A
　
定
期
的
な
点
検
を
消
防
団

の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ
　
消
火
栓
の
点
検
に
は
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
　
消
火
栓
の
ふ
た
の
開
き
具

合
や
、
バ
ル
ブ
の
開
き
具
合
、
塗

装
の
状
況
な
ど
を
年
４
回
、
全
箇

所
を
水
道
組
合
に
委
託
し
て
点

検
し
て
い
る
。

Ｑ
　
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
よ

る
、
た
め
池
な
ど
の
決
壊
の
心
配

に
つ
い
て
。

A
　
以
前
に
桜
池
等
、
耐
震
の
点

検
し
た
経
緯
が
あ
る
。当
時
、
特

に
補
強
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
点
検
が
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
砂
防
ダ
ム
等
に
つ
い
て
も

管
理
の
確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

❻
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【
教
育
費
】

Ｑ
　
通
学
路
の
安
全
点
検
の
実

施
と
改
良
の
達
成
状
況
に
つ
い

て
。

A
　
教
育
委
員
、
学
校
長
、Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
な
ど
で
、
事
前
に
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
場
所
を
、
半

日
か
け
て
、
各
小
学
校
区
ご
と

に
３
班
で
ま
わ
り
、
終
了
後
、

結
果
を
持
ち
寄
り
、
各
関
係
機

関
へ
要
望
を
す
る
。
予
算
の
関

係
も
あ
る
が
、
町
が
施
行
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
の
管
轄
と
な
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

難
し
い
も
の
も
あ
る
。

Ｑ
　
幼
稚
園
に
お
け
る
少
人
数

学
級
を
、
学
校
と
同
じ
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
の
考

え
方
を
聞
き
た
い
。

A
　
園
に
よ
っ
て
は
、
設
備
面

で
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
30
人
の
定
員
に
す
る
と
抽

選
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
前
よ
り
抽
選
は
し
な
い
と
い

う
方
針
で
き
て
お
り
、
今
後
も
、

子
ど
も
が
増
え
る
状
況
で
あ
れ

ば
、
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
と
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
。

A
　
昨
年
は
、
進
入
路
の
崩
落

が
あ
り
、
利
用
者
は
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
。
今
年
の
利
用
は
５
件
で
１

６
５
名
で
あ
る
。
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
団
体
の

意
見
を
聞
き
、
社
会
教
育
団
体

と
協
議
し
、
教
育
委
員
会
に
諮
っ

て
い
く
よ
う
に
す
る
。

Ｑ
　
学
校
の
図
書
室
に
専
任
の

司
書
を
置
く
考
え
は
な
い
の
か
。

A
　
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
各
小
・

中
学
校
に
司
書
教
諭
を
配
置
し

て
お
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

Ｑ
　
幼
稚
園
の
園
長
が
臨
時
職

員
と
い
う
状
況
を
今
後
も
続
け

る
の
か
。
災
害
対
策
等
、
管
理

職
の
専
門
職
配
置
を
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

A
　
幼
稚
園
の
教
諭
が
高
齢
化

し
て
い
く
な
か
で
、
管
理
能
力

が
あ
る
も
の
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
委
員
会
と
し
て
、
平
成
22

年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
、
及
び
、

６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
を
認

定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

（
里
川
委
員
長
記
）

平成22年度決算を認定

No.70❼

ガイド活動に伴う駐車料金に関する陳情書について

【不採択とすることに反対する意見】　里　川　議　員

　私は、そもそもこの問題に疑問を持っていました。
金額の多寡ではないのです。斑鳩町の姿勢の問題です。
　斑鳩町の観光を盛り上げて行こう、斑鳩町のために力
になろうと考えて、頑張っている方にとっては、決して
気持ちのいいものではありません。
　斑鳩町は、観光について今後どのような施策を展開
し、課題を克服していくのか、重要な局面を迎えていま
す。観光ボランティアさんの力もお借りして、もっとコ
ミュニケーションをとって、観光の発展に向かって同じ
気持ちで力を併せていかなければならないと考えます。
　そして、議員は住民の苦難や要求に寄り添いながら、
活動をすることが重要です。特に、できるのか、できない
のか、重要な判断のポイントは財政問題です。今回の件
は、財政問題もクリアできるし、もっと斑鳩町に観光客
が来て、斑鳩町の観光が発展するようにがんばるために
必要と考えれば、ボランティアさんの育成にも力を入れ
ていくべきであると考えています。残念ながら、現状で
は町の姿勢に、それが見えてきません。
　私は、住民の要求に応える立場として、ボランティア
ガイドさんからの提出のあった陳情書を支持し、委員会
の決定に反対の立場の意見といたします。

【不採択とすることに賛成する意見】　飯　髙　議　員

　町では、法隆寺観光自動車駐車場の利用について
は、平成２０年４月から法隆寺ｉセンターの利用者と
斑鳩の里観光ボランティアの会の方々より１回１００
円を徴収されています。観光駐車場は、企業経営の観
点からの性格上、無料にすることは困難であると考え
ており、また観光駐車場は公民館や他の公共施設等と
は違い、観光客の方はもちろん、法隆寺ｉセンターを
ご利用いただいていることから、できる限りお客様の
ご利用を優先されるべきと考えます。
　この、減免措置の見直しに至った経緯からしても、そ
ういう特別な団体扱いをしてしまうことは、今後また、
いろいろな意見も出てくるだろうとも予測されます。
　以上のことから、自動車をご利用の場合は、町から
の回答書にもありますように、役場東側の駐車場を無
料で利用していただけるようにされていますので、な
るべく利用していただけないかと思います。
　現時点では不採択として、現在の運用が妥当である
と考えます。最後に、観光協会の立場や、観光ボラン
ティアの会での是正措置がないか、また観光協会会長
である町長にも改善の方法ができるか精査していただ
くことを意見として申し添えます。

※建設水道常任委員会で審議の結果、不採択となったため、不採択とすることについて、賛否の討論が行われました。（ｐ１４に関連記事）
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斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　里　川　議　員
　この議案のうち、「上場株式等の配当所得及び譲渡所
得等に対する軽減税率（所得税７％、住民税３％）の特
例」を２年間延長することについて反対の立場から意見
を申し上げます。
　今、まさに東日本大震災の復興のための増税が行われ
ようとされているなかにおいて、特に、消費税増税まで
言及されています。
　この日本では、生活保護を受けている人や、住民税が
非課税となるような人や、赤ちゃんのおむつやミルクま
で、消費税という税金をとっていながら、お金に余裕が
あって、株の売買をやっている富裕層の税金は減税する
ということをします。
　株式市場を活発にして、安定させたいと言うのなら、
もっと、世の中の景気対策を行い、抜本的な景気の立て
直しができれば、おのずと株価も上がって、安定してく
ると考えます。
　この時期に上場株式等の配当所得や譲渡所得等に対
する軽減税率をさらに、２年間延長することには、到底
賛成することはできません。

【賛　成　意　見】　小　林　議　員

　今回の条例改正は、平成２３年６月３０日に「現下の
厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を
図るための地方税法等の一部を改正する法律」が施行さ
れたことに伴い、所要の改正が行われるものです。
　はじめに、「寄付金税額控除の適用下限額の引下げ」で
は、適用下限額を５千円から２千円に引き下げられます。
東日本大震災の義援金が象徴するように、日本にも寄付
文化が拡大しつつある現状を後押しすると考えます。
　次に、「軽減税率の特例の適用期限の延長等」では、金融
証券税制については、個人資産を有効に活用し、日本国経
済を活性化させるためにも、必要な措置であると考えま
す。現行の上場株式等の配当・譲渡所得等に係る１０％
軽減税率は、公平性や金融商品間の中立性の観点から、本
来の２０％税率とすべきであるとも考えますが、現下の
厳しい経済情勢にあって、景気回復に万全を期する観点
から、軽減税率の延長は必要な措置だと考えます。
　最後に、不申告に関する過料の引上げ等では、経済社
会状況の変化に対応し、税制への信頼の一層の向上につ
ながると考えます。
　以上のことから、斑鳩町町税条例の一部を改正する条
例について賛成するものです。

平成２２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員
　平成２２年度は、後期高齢者医療制度の導入から２年
が経ち、保険料の引き上げが行われた年でした。当時、後
期高齢者医療制度自体を廃止するといって誕生した民
主党政権ですが、新制度を作るまで廃止を延期すると言
い出し、国民の大きな怒りを買いました。また、廃止され
るまでの間保険料が上がらないように国費で補填する
という公約も反故にされ、被保険者にしわよせがいき負
担増となったため、この会計については予算の段階から
反対をしてきました。
　後期高齢者医療制度は小泉内閣のもと、医療費を抑制
するために考案され、強行されたものでしたが、国が国
民の命と健康に責任をもつどころか、お年寄りにとって
長生きすることがまるで悪いかのように感じさせる、こ
の制度や国の考え方に問題がありましたが、いまでは民
主党政権も前自民・公明政権の構造改革路線と同じ道
を歩み、同じ過ちを繰り返そうとしています。地方自治
体として国や広域連合に声をあげるとともに国のこう
したあり方に対し、住民の命や健康を守るためになにが
できるのか、今後とも研究を重ねていただきますよう強
く要望いたします。

【賛　成　意　見】　坂　口　議　員

　後期高齢者医療制度は、高齢者の医療の確保に関する
法律により、全国統一的に運営されている制度です。
　運営主体は、県内の全市町村が加入する奈良県後期高
齢者医療広域連合で、資格の管理や保険料の決定、医療
の給付を行っており、市町村は、法令の規定により、特別
会計を設置し、保険料の徴収事務、その他各種申請の受
付や保険証の引き渡しなどを行っています。
　町においては、町民の最も身近な窓口として、法令に
従って、この制度の円滑な運営に努められており、また、
会計の執行にあたっても適正に処理されていると考え
ます。
　このことから、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について、特段に反対する理由はなく、賛成する
ものです。
　国では、新たな高齢者医療制度のあり方について議論
が進められておりますが、現在の政治情勢からみて、ま
だまだ不透明であり、予断を許さない状況となっていま
す。今後どのような制度になるにしても、高齢者の相談
などには丁寧に対応していただくようお願いします。
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原発から撤退し、自然エネルギーの本格的導入を求める意見書について

【反　対　意　見】　飯　髙　議　員
　３月１１日に発生した東日本大震災と、それに伴う大
津波の発生による福島第一原子力発電所の事故は、大量
の放射性物質の拡散を招く事態となり、夏場の電力不足
は全国的な問題にまで発展しました。
　今回の震災により、原発の安全性に対する国民の信頼
は大きく揺らぎ、放射能汚染により風評被害が広まり多
くの農林畜産物など深刻な状況となっています。
　今後、思い切った再生可能エネルギーの導入、省エネ
ルギーを推進し、経済活動の基盤となる電力供給を安定
させ、段階的に原子力発電を縮小し、原子力発電に依存
しない社会への移行に取り組むべきと考えます。
　意見書では、原子力を撤退するとのことですが、撤退
後、即時に安定的に電力を供給できるのか。現実には、再
生可能エネルギー供給の過程における“ つなぎ ”とし
ての「再生可能エネルギー社会」への本格的な移行につ
いては、まだ多くの年月やコストがかかるため、その間
のエネルギーの一部は原子力によって賄わざるをえな
いと考えます。今後、国民目線に立った原発の徹底した
安全規制の確保と将来的なエネルギー政策を見据えた
本格的な議論をしながら、新たなエネルギー社会への移
行を進めていくべきだと考えています。

【賛　成　意　見】　木　澤　議　員
　３月１１日に起きた福島原発の事故は、日本と世界に
大きな衝撃を与えました。今、世界中の国々で原発を続
けていいのかという国民的議論がまき起こり、ドイツや
スイス、イタリアなど原発からの撤退を決断する国が増
えています。日本でも脱却する時期の違いはあります
が、実に８２％の人が「原発からの脱却」を望んでいると
いうのが世論調査の結果です。今の人類の科学では、原
発を完全にコントロールすることはできません。しかし
野田首相は、９月２２日国連本部で開かれた原子力安全
に関する首脳会議で「日本は原子力発電の安全性を世界
最高水準に高める」と述べ、新たな「安全神話」をふりま
くとともに、原発推進路線を表明しました。事故の収束
もままならないのに、原発を推進しようとする民主党・
野田内閣の姿勢は信じられません。科学的な見地からも
もっと慎重な判断をするべきだと考えます。国内には、
原発の発電能力の約４０倍もの自然エネルギーがある
とされています。日本の自然エネルギー開発が遅れてい
るのは、原子力に依存し続け自然エネルギーへの転換に
本格的に取り組んでこなかった政治に問題があります。
まず政府が原発からの撤退を決断し、計画的に撤退を進
めながら自然エネルギーへ転換していく方針をきちん
と示す必要があると考えます。

原子力行政の見直しと持続可能な電力需給政策を求める意見書について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員
　再生可能な自然エネルギーの本格的導入や新たなエ
ネルギー政策を講じることなど、内容に賛同できると
ころもありますが、この意見書では、原発に対する態
度がはっきりかかれていません。ともすれば原発容認
ともとれる文章になっているという点で、問題がある
と考えます。
　なぜ原発からの撤退が必要なのかについては、原発
から撤退し、自然エネルギーの本格的導入を求める意
見書に対する賛成討論のなかで述べさせていただきま
したので省略いたします。
　これまでにも政府は、「電源開発促進税」として電
気料金に上乗せして年間３５００億円も徴収しながら
原発推進に使い、この５年間で原子力対策には２兆円
以上税金をつぎ込んできました。しかしその一方、自
然エネルギーに使った予算は６５００億円にも達しな
いなど、民主党政権になっても変わっていない原発推
進の姿勢を改めなければ、本気で自然エネルギーの開
発に踏み出すことはできません。自然エネルギーの本
格的導入を行っていくためにも、国民の声や地方の立
場からの声で誤った政府の姿勢を正し、原発からの撤
退を政府に強く求めるべきだと考えます。

【賛　成　意　見】　伴　議　員
　東日本大震災によって福島第一原発で起きた事故に
より、我が国で初めて「原子力緊急事態宣言」が発令され
る深刻な事態となり、人々の命と暮らし、各種産業に及
ぼした影響は計り知れない状況に陥っています。
　それなのに、今回の事故に対する政府の対応も後手に
まわったばかりか、最近に至っては、現職大臣の不見識
な発言が問題になりました。公に属する機関や人の言葉
は「死の灰」という言葉でなく、慎重に扱わねばならない
ことが再認識させられた思いです。
　具体的には、福島第一原発事故のようなことは、二度
と起こしてはならないものであり、このような事故が起
こることを前提とするような無責任な発想に基づく耐
震設計ではなく、最大かつ最も危険な状況を耐震設計の
際に想定するような考え方に改めるべきです。
　政府は、効果的なエネルギー消費の削減を進めるとと
もに、必要な電力の確保のため、太陽光や風力、地熱、水
力、バイオマスなどの再生可能な自然エネルギーの導入
を図り、将来を見据えて新しいエネルギー政策を早急に
策定することにより、将来的には原子力の比率をゼロに
近づける努力が必要と考え、この意見書に賛成します。
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　本定例会での一般質問は、9月6日・7日の両日、6人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　
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生
活
部
長
　
高
齢
者
の
安
否

確
認
の
た
め
町
が
実
施
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、「
乳
酸
菌

飲
料
の
配
布
」「
緊
急
通
報
装
置

貸
与
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
、
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方
の
安
否
を
確
認

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

は
有
効
で
あ
り
、
今
後
も
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
者
が
自
分
の
住
み
な

れ
た
家
で
、
地
域
と
関
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
生
活
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
高
齢

者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
実

態
、
必
要
な
支
援
等
を
幅
広
く
把

握
し
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
地
域
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
、

様
々
な
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら

寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
内
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
高

齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
を
住
民
の
み
な
さ

ん
に
広
く
啓
発
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
　
中
学
生
以
下
の
医
療
費
無
料

化
施
策
に
つ
い
て

議
員
　
共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭

が
増
え
る
な
か
、
仕
事
で
夜
遅
く

ま
で
帰
れ
ず
、
近
く
に
頼
れ
る
人

も
い
な
い
の
で
物
理
的
に
子
ど
も

を
保
育
で
き
な
い
と
い
う
実
態
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
質
問
で

は
、
指
導
員
が
確
保
で
き
れ
ば
夜

７
時
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
と
答
弁
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
お

た
ず
ね
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
よ
り
責
任
を

持
っ
て
お
子
さ
ん
を
保
育
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
現
在
保
育
士
や

教
員
の
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
指
導
者
を
雇
用
し

て
い
ま
す
が
、
運
営
の
た
め
の
人

員
を
よ
う
や
く
確
保
が
で
き
て
い

る
と
い
う
状
況
で
す
。
民
間
委
託

で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
町
と
し
て
は
資
格
を
持
っ

た
方
に
指
導
員
と
し
て
つ
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
夜
６
時
30
分
ま
で

利
用
す
る
児
童
は
在
籍
児
童
の
１

割
に
も
満
た
な
い
と
い
う
状
況

や
、
あ
る
い
は
運
営
時
間
の
延
長

が
与
え
る
児
童
の
心
情
へ
の
影
響

な
ど
も
考
慮
し
ま
し
て
、
現
在
の

運
営
時
間
で
保
護
者
の
ご
理
解
を

得
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。
当
面
は
こ
の
運
営

体
制
で
い
き
、
よ
り
よ
い
運
営
体

制
を
考
え
て
い
く
中
で
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
　
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
自
治
体
の
研
究
も
行
い
、

早
期
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

町
内
土
砂
崩
れ
災
害
の
対
応
は

議
員
　
台
風
災
害
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
が
、
町
内
の

土
砂
崩
れ
災
害
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
き
県
の
調
査
が
行
な
わ

れ
、
町
内
で
も
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
ま

す
。
斑
鳩
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
浸
水
想
定
区
域
と
合
わ
せ

て
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
掲
載

を
し
、
各
戸
に
配
布
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
避
難

勧
告
の
発
信
や
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
等
々
の
周
知
な
ど
も
位
置
づ

け
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
可
燃
ご
み
処
理
の
民
間
委
託
に

　
つ
い
て

▲斑鳩東小学校の学童保育室

学童保育の時間延長を

木　澤　正　男  議員
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議
員
　
来
年
３
月
で
焼
却
場
が
廃

止
さ
れ
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
が
委

託
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
へ
の

周
知
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
平
成
24
年
４
月

か
ら
衛
生
処
理
場
で
の
焼
却
処
理

を
廃
止
し
、
業
者
委
託
に
よ
る
処

理
方
法
に
変
更
し
ま
す
が
、
住
民

の
方
の
排
出
方
法
に
変
更
点
は
あ

り
ま
せ
ん
。委
託
処
理
に
は
排
出

量
の
増
減
が
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
、今
後
、よ
り
一
層
の
ご
み
減
量

化
・
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
や
環
境
井
戸
端
会

議
、広
報
紙
等
で
、こ
れ
か
ら
の
町

の
ご
み
処
理
の
方
針
を
示
し
、
ご

み
減
量
・
分
別
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
委
託
料
を
抑
え
る
た
め
に

は
、生
ご
み
の
分
別
が
重
要
で
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
生
ご
み
の
分

別
収
集
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
平
成
21
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、現
在
、９
自
治

会
７
０
３
世
帯
、
個
人
１
１
７
世

帯
、
合
計
８
２
０
世
帯
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
違
反
ご
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
担
当
課
も
把
握
を

議
員
　
現
在
、
分
別
さ
れ
て
い
な

い
ル
ー
ル
違
反
ご
み
が
、
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

の
処
理
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

住
民
生
活
部
長
　
違
反
内
容
を
記

載
し
た
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
、
そ

の
ま
ま
置
い
て
い
ま
す
。排
出
さ

れ
た
方
が
ル
ー
ル
違
反
に
気
づ
い

て
持
ち
帰
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、多
く
の
場
合
は
、後
日
、自
治

会
か
ら
連
絡
に
よ
り
町
で
回
収
し

処
理
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
ル
ー
ル
違
反
ご
み
が
あ
っ

た
場
合
、
収
集
作
業
員
か
ら
担
当

課
に
連
絡
が
入
り
、
自
治
会
か
ら

連
絡
が
な
く
て
も
回
収
す
る
シ
ス

テ
ム
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

住
民
生
活
部
長
　
今
後
、
ル
ー
ル

違
反
ご
み
の
実
数
や
内
容
を
担
当

課
も
情
報
共
有
す
る
仕
組
み
を
検

討
し
ま
す
。し
か
し
、ご
み
集
積
場

所
の
管
理
は
、
基
本
的
に
は
各
自

治
会
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
自
治
会
か
ら
の
連
絡
に
よ
り

回
収
す
る
体
制
は
今
後
も
維
持
し

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
国
道
25
号
の
歩
道
整
備
に
つ
い

て

議
員
　
緊
急
時
の
高
齢
者
の
医
療

情
報
と
し
て
、
昨
年
の
９
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
「
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
」
の
必
要
性
と
活
用
に

つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。こ
の

キ
ッ
ト
は
、
持
病
や
服
用
薬
な
ど

の
医
療
情
報
を
容
器
に
入
れ
て
冷

蔵
庫
に
保
管
し
、
高
齢
者
の
方
が

自
宅
で
倒
れ
る
な
ど
万
一
の
際
、

迅
速
な
救
命
活
動
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。そ
の
後

の
検
討
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
斑
鳩
町
社
会
福

祉
協
議
会
等
と
も
協
議
す
る
な
か

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
共
同

募
金
の
資
金
を
活
用
し
、
こ
の
事

業
を
進
め
、
斑
鳩
町
民
生
児
童
委

員
協
議
会
が「
安
心
カ
プ
セ
ル
」と

し
て
災
害
時
要
援
護
者
の
方
へ
の

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
キ
ッ
ト
の
配
布
方
法

に
つ
い
て
、
要
援
護
者
以
外
の
方

に
も
求
め
に
応
じ
て
、
配
布
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
今
後
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
も
協
議
を
行
い
、
求

め
に
応
じ
て
配
布
で
き
る
よ
う
配

慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の「
安
心
カ
プ
セ
ル
」が

有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
く
内
容
と

な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

焼却場廃止に向けて
　　　　　広く住民周知を

坂　口　　　徹  議員

▲衛生処理場

▲他市町村で配布されている救急医療情報キット

緊
急
時
の
高
齢
者
を
守
る

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

　
　
　
　
の
配
布
を

飯　髙　昭　二  議員

一 般 質 問
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災
害
避
難
時
に
「
要
援
護
者
を
守

る
」た
め
の
マ
ッ
プ
の
作
成

議
員
　
こ
れ
ま
で
に
、
災
害
時
要

援
護
者
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

提
案
し
、質
問
し
て
き
ま
し
た
が
、

災
害
時
要
援
護
者
の
個
別
の
状
況

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
災
害
時
要
援
護

者
の
中
で
も
特
に
、
避
難
時
に
支

援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
や
安
否
確

認
を
要
す
る
方
、
す
な
わ
ち
要
介

護
４
・
５
の
方
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
、療
育
手
帳
Ａ
、精
神
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
所
有
の
方
に
つ

い
て
、
昨
年
度
に
購
入
し
た
地
図

ソ
フ
ト
へ
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た

情
報
の
入
力
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、平
常
時
の
把
握
ま
た
、

災
害
時
の
対
応
の
際
に
活
用
で
き

る
デ
ー
タ
の
整
理
等
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

議
員
　
今
後
、地
域
に
、こ
の
マ
ッ

プ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
情
報
提

供
す
る
か
、
関
係
機
関
・
自
治
会

な
ど
意
見
を
聞
き
な
が
ら
協
議
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
高
齢
者
の
外
出
時
に
お
け
る
緊

急
時
対
応
カ
ー
ド
に
つ
い
て

議
員
　
中
央
公
民
館
東
南
の
角
に

「
中
央
公
民
館
通
路
に
つ
き
通
り

抜
け
で
き
ま
せ
ん
」
と
の
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
区

間
は
、
都
市
計
画
道
路
・
法
隆
寺

線（
町
道
）と
し
て
整
備
さ
れ
た
道

路
で
す
。道
路
の
供
用
開
始
に
あ

た
っ
て
の
条
件
等
を
問
う
。

都
市
建
設
部
長
　
当
該
路
線
と
国

道
25
号
と
の
交
差
点
部
分
に
当
た

る
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
の
一
部
の
取

得
が
難
航
し
て
お
り
、
国
道
へ
の

接
続
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
現

在
は
町
道
と
し
て
供
用
開
始
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
の
区
間

は
、
以
前
か
ら
の
公
民
館
へ
の
進

入
路
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
、
道
路
整
備
施
工
後

は
、
公
民
館
利
用
者
等
の
通
路
と

し
て
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

議
員
　
公
民
館
の
管
理
者
で
あ
る

教
育
委
員
会
に
、
都
市
計
画
道
路

の
こ
の
区
間
の
有
効
な
活
用
に
つ

い
て
、そ
の
方
策
を
問
う
。

教
育
長
　
こ
の
道
路
か
ら
中
央
公

民
館
の
敷
地
を
通
っ
て
、
国
道
25

号
へ
抜
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
正
面
玄
関
前
の
ス
ペ
ー

ス
を
縦
断
す
る
こ
と
か
ら
、
車
や

自
転
車
な
ど
で
来
場
さ
れ
る
公
民

館
利
用
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る

こ
と
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
休
館
日
や
夜
間
の
閉
館

時
間
に
国
道
側
を
開
放
し
ま
す

と
、
通
り
抜
け
を
助
長
ま
た
は
容

認
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
通
常

の
開
館
時
の
通
行
量
も
増
加
す
る

と
推
測
さ
れ
、
公
民
館
利
用
者
の

危
険
性
も
高
く
な
る
と
考
え
ま
す

こ
と
か
ら
、
国
道
25
号
へ
の
出
入

口
は
開
放
し
な
い
考
え
で
あ
り
ま

す
。

議
員
　
民
有
地
も
買
収
し
て
都
市

計
画
道
路
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
、

「
通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん
」と
規
制

し
て
い
る
。ま
た
、通
り
抜
け
を
容

認
す
れ
ば
、
公
民
館
利
用
者
の
安

全
性
が
確
保
で
き
な
く
な
る
と

は
、全
く
の
詭
弁
で
す
。

　
一
件
の
用
地
交
渉
が
難
航
し
て

い
て
、
都
市
計
画
道
路
が
国
道
に

接
続
で
き
ず
、
供
用
で
き
な
い
状

態
。住
民
の
目
線
で
、そ
れ
が
解
決

す
る
ま
で
災
害
時
の
避
難
等
も
考

慮
し
て
、
町
の
施
設
で
あ
る
中
央

公
民
館
駐
車
場
を
、
す
べ
て
の
住

民
の
利
便
性
を
優
先
し
て
、
有
効

活
用
す
べ
き
と
提
言
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
集
会
所
等
の
実
態
と
登
記
事
項

を
含
む
適
切
な
管
理
に
つ
い
て

※
配
水
管
の
ル
ー
プ
化
に
つ
い
て

議会を傍聴してみませんか！
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3
階です

中央公民館駐車場の
　　　　有効な活用を

小 　野　隆　雄  議員

▲中央公民館の東側通路

町政ここが聞きたい
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建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
陳
情
第
３
号
、
ガ
イ
ド
活
動
に

伴
う
駐
車
料
金
に
関
す
る
陳
情
書

に
つ
い
て

　
斑
鳩
の
里
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
よ
り
、
現
在
、
ガ
イ
ド
活
動

を
行
う
と
き
に
観
光
自
動
車
駐
車

場
に
駐
車
す
る
場
合
に
支
払
っ
て

い
る
駐
車
料
金
（
１
０
０
円
）
を

観
光
協
会
に
よ
る
適
切
な
管
理
の

も
と
で
免
除
さ
れ
た
い
と
の
陳
情

で
す
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
８

月
４
日
に
提
出
さ
れ
た
回
答
書
を

踏
ま
え
て
、
審
議
し
た
と
こ
ろ
、

各
委
員
よ
り
、

・
町
長
も
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
も
斑
鳩
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
は
変
わ
り
は
な

い
が
、
減
免
規
定
を
見
直
す
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

・
町
は
、
役
場
東
側
の
駐
車
場
を

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
開
放

す
る
と
回
答
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、そ
こ
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
役
場
東
側
の
駐
車
場
で
は
な

く
、
町
営
駐
車
場
を
使
い
た
い
と

回
答
さ
れ
て
い
る
の
で
、
町
に
対

し
て
要
綱
の
改
善
な
ど
を
求
め
て

い
く
べ
き
。

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）　
賛
否
両
論
の
た
め
、
討

論
の
の
ち
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
稲
葉
汚
水
幹
線
工
事
を
は
じ
め

町
内
各
所
で
進
め
ら
れ
て
い
る
公

共
下
水
道
事
業
工
事
の
進
捗
状
況

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
８
月
末

現
在
の
接
続
状
況
は
２
，
３
９
１

件
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
よ
り
、
若
干
の
質
疑
が
あ

り
、
答
弁
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
稲

葉
車
瀨
区
間
の
工
事
は
、
地
元
水

利
組
合
と
の
最
終
確
認
が
行
わ
れ

た
の
ち
、
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
推
進
協
議
会
や
地
元
自
治
会
へ

の
工
事
説
明
会
を
経
て
現
地
で
の

工
事
着
手
を
さ
れ
て
い
く
。ま
た
、

町
長
が
「
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
の
予
算
確
保
の
財
務
省
政
務
三

役
に
対
す
る
要
望
書
」
を
財
務
省

に
提
出
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
若
干
の
質
疑
が
あ

り
、
答
弁
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
駅
北
口
の
南
北
の
町
道
３
１
２

号
線
（
５
号
線
）
で
は
、
今
後
も

用
地
交
渉
が
で
き
る
状
況
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
く
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

（
紀
委
員
長
記
）

　
閉
会
中
の
８
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受

け
、
継
続
審
査
案
件
と
な
っ
て
い
た
陳
情
第
３
号
等
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
開
会
中
の
９
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

※
開
会
時
間
は
本
会
議
、
委
員
会

と
も
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま

す
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本

会
議
終
了
後
）。日
程
・
時
間
は
、

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

℡
74
１
０
０
１
　
内
線
３
０
２

日（
木
）

日（
金
）

日（
火
）

日（
水
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
木
）

89131415161922
日（
月
）

日（
火
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
水
）

2122242530
11
月

12
月

議
会
の
日
程

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

5
日（
月
）本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

　
　
　
　  

広
報
発
行
常
任
委
員
会

平
成
23
年
第
5
回
定
例
会

委員会のうごき
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厚 生常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
23
号
　
斑
鳩
町
予
防
接

種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
条
例
に

つ
い
て

　
王
寺
周
辺
広
域
７
町
共
同
の
予

防
接
種
事
故
調
査
会
の
廃
止
に
伴

い
、
斑
鳩
町
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
27
号
　
斑
鳩
町
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
災
害
弔
意
金
の
支
給
対
象
と
な

る
遺
族
の
範
囲
に
、
死
亡
時
に
か

か
る
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
ま

た
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
も
が
存
在

し
な
い
場
合
、
兄
弟
姉
妹
を
加
え

る
こ
と
。
た
だ
し
、
兄
弟
姉
妹
に

つ
い
て
は
、
死
亡
当
時
、
死
亡
し

た
人
と
同
居
、
ま
た
は
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
た
人
と
す
る
と
い
う

改
正
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
28
号
　
斑
鳩
町
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
４
月
２
日
生
ま
れ
の
児
童
に
対

す
る
保
育
料
の
年
齢
区
分
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
年
齢
区
分
と
同
様
と
す
る

改
正
で
す
。
転
入
に
よ
っ
て
４
月

２
日
生
ま
れ
の
児
童
が
入
所
し
た

場
合
、
こ
の
条
例
の
改
正
に
よ
る

負
担
増
が
な
い
よ
う
配
慮
し
た
方

法
を
と
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
陳
情
第
５
号
　
拡
大
生
産
者
責

任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
及
び
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
度
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
に
つ
い
て

　
一
般
廃
棄
物
の
処
理
及
び
リ
サ

イ
ク
ル
が
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫

す
る
と
と
も
に
、処
分
場
の
確
保
、

ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
出
口
対
策
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
。
入
口
対
策
と
し
て
、
拡

大
生
産
者
責
任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
及
び

デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
法
制
化
が
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
書
を
委
員
会
発
議

で
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
を
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
11
月
13
日
に
開
催

す
る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
平
成
23
年
10
月
以
降
の
新
た
な

子
ど
も
手
当
の
概
要
に
つ
い
て

　
支
給
月
額
が
、
３
歳
未
満
児
は

１
万
５
千
円
、
３
歳
以
上
、
小
学

校
終
了
前
の
第
１
子
、
第
２
子
は

１
万
円
、
第
３
子
以
降
に
つ
い
て

は
１
万
５
千
円
、
中
学
生
は
１
万

円
で
、
所
得
制
限
が
な
い
こ
と
。

　
新
た
な
支
給
要
件
と
し
て
、
子

ど
も
に
対
し
て
も
国
内
居
住
要
件

を
設
け
ら
れ
る
こ
と
。
児
童
養
護

施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
等

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
置
者
等

に
支
給
す
る
形
で
手
当
を
支
給
さ

れ
る
こ
と
。
保
育
料
を
手
当
か
ら

直
接
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
給
食
費
等
は
、
本
人
の
同
意

に
よ
り
手
当
か
ら
納
付
で
き
る
仕

組
み
と
な
る
な
ど
、
新
た
な
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

○
衛
生
処
理
場
で
の
ご
み
積
込
み

中
の
物
損
事
故
に
つ
い
て

　
事
故
状
況
や
物
損
状
況
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

な
ど
、
報
告
が
あ
り
、
委
員
か
ら

の
質
疑
に
、町
か
ら
回
答
が
あ
り
、

審
議
を
深
め
ま
し
た
。

（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　９月１５日全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた議案を審議しました。また、継
続審査案件についてなど調査しました。その
主な内容について報告します。
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
24
号
、
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
新
設
さ
れ
る
斑
鳩
町
予
防
接
種

健
康
被
害
調
査
委
員
会
の
委
員
報

酬
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
25
号
、
斑
鳩
町
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
法
改
正
に
伴
い
、
寄
付
金
税
額

控
除
の
適
用
下
限
額
の
引
き
下

げ
、
軽
減
税
率
の
特
例
の
適
用
期

限
の
延
長
、
不
申
告
に
関
す
る
過

料
の
引
き
上
げ
等
に
つ
い
て
改
正

す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

◎
議
案
第
26
号
、
斑
鳩
町
都
市
計

画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
29
号
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
に
つ
い
て

　
第
３
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
（
１
台
）
が
、
購
入
か
ら
17
年

を
経
過
す
る
た
め
、
入
札
の
う
え

１
，
４
０
７
万
円
で
買
い
替
え
る

も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
第
２
回
目
の
「
国
宝
藤
ノ
木
古

墳
里
帰
り
展
」
を
、
11
月
３
日
か

ら
29
日
ま
で
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
予
定
で
事
務
を

進
め
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
展
示

会
に
合
わ
せ
る
形
で
史
跡
藤
ノ
木

古
墳
の
石
室
特
別
公
開
を
11
月
５

日
と
６
日
に
開
催
す
る
予
定
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、
前
回
の
里
帰
り
展

か
ら
の
改
善
点
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
内
の
ト

イ
レ
を
改
修
し
た
こ
と
や
案
内
看

板
等
を
整
備
し
て
き
た
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　　
各
課
報
告
事
項

○
町
税
等
の
納
付
に
関
わ
る
コ
ン

ビ
ニ
収
納
及
び
ペ
イ
ジ
ー
収
納
に

つ
い
て
（
※
）

　
今
後
、
各
種
関
係
機
関
と
協
議

し
、シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
を
行
い
、

住
民
の
皆
様
に
広
報
を
行
っ
た
上

で
、
予
定
と
し
て
は
平
成
24
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
考
え
て
い
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、
取
扱
い
業
者
の
選

定
方
法
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

か
ら
は
技
術
力
を
最
優
先
す
る
方

式
で
取
扱
い
業
者
を
選
定
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

そ
の
他

○
職
員
採
用
試
験
の
申
し
込
み
状

況
に
つ
い
て

○
町
民
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
に
つ

い
て

な
ど
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
・
意

見
が
あ
り
、
町
か
ら
一
定
の
回
答

が
あ
り
、
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

（
伴
委
員
長
記
）

　
9
月
16
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
４
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。ま
た
、
各
課
報
告
事
項
と
し
て
諸
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

▲藤ノ木古墳石室特別公開のようす

？ミニ解説　※「コンビニ収納・ペイジー収納」
　コンビニエンスストアでの支払（コンビニ収納）やイン
ターネットバンキングを利用した支払い（ペイジー収納）
のこと。
　斑鳩町では平成２４年４月から、個人住民税（普通徴収）、
固定資産税、国民健康保険税などで導入される予定です。
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予 算決算常任委員会

　　
委
員
会
付
託
議
案

　
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
５

議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
満
場
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
30
号
、
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

・
県
を
通
じ
て
行
っ
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
に
対
し
て
交

付
税
が
入
っ
て
く
る
こ
と
。

・
（
仮
称
）
地
域
交
流
館
が
交
付

金
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
。

・
幼
稚
園
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
が
交

付
金
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
。

・
町
民
体
育
大
会
の
開
催
を
見
合

わ
せ
た
こ
と
。

・
前
年
度
の
剰
余
金
を
繰
り
越
し

た
こ
と
か
ら
、
町
債
の
発
行
を
減

ら
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
。

・
歴
史
街
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

で
、
交
付
金
対
象
の
ま
ち
な
か
観

光
の
基
本
計
画
策
定
を
す
る
こ

と
。

・
老
人
憩
の
家
の
手
摺
り
を
設
置

す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
が
主
な
も
の
で
す
が
、

総
額
５
億
１
５
７
８
万
１
千
円
の

補
正
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈 

質 

疑 

〉

Ｑ
　
ま
ち
な
か
観
光
の
基
本
計
画

策
定
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
へ
委
託

す
る
の
か
。

Ａ
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
建
設
関
係

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
観
光
に
対
し
て
の
考
え
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
か
、
ノ
ウ

ハ
ウ
に
長
け
て
い
る
か
な
ど
重
要

な
の
で
、
委
託
先
は
慎
重
に
行
っ

て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
老
人
憩
の
家
の
手
摺
り
の
設

置
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
、
西
憩
の
家
の
廊

下
に
手
摺
り
が
あ
っ
た
が
、
浴
室

に
は
な
く
、
東
憩
の
家
に
は
両
方

に
手
摺
り
が
な
か
っ
た
の
で
、
運

営
委
員
会
か
ら
要
望
を
受
け
て
設

置
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
31
号
、
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て　
制
度
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
交
付
金

（
療
養
給
付
費
、
財
政
調
整
、
前

期
高
齢
者
等
）
の
確
定
な
ど
に
よ

り
、
補
正
が
必
要
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
32
号
、
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
前
年
度
の
繰
越
金
が
増
額
と
な

り
、
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
額
を

減
ら
し
、
ま
た
、
基
金
へ
の
積
み

立
て
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

◎
議
案
第
33
号
、
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
出
納
整
理
期
間
中
に
収
納
の

あ
っ
た
も
の
を
前
年
度
繰
越
金
と

し
て
計
上
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
34
号
、
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
で
救
援
物
資
と

し
て
提
供
し
た
給
水
パ
ッ
ク
２
千

枚
分
の
交
付
税
算
入
が
あ
り
、
そ

れ
で
、
不
足
が
生
じ
た
給
水
パ
ッ

ク
を
新
た
に
補
充
す
る
も
の
で

す
。

Ｑ
　
支
援
物
資
で
出
し
た
給
水

パ
ッ
ク
の
金
額
や
数
量
に
差
異
が

生
じ
な
い
か
。

Ａ
　
ほ
ぼ
同
額
、
同
数
の
補
充
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
予
算
補
正
を
必
要
と
す
る
事
務

事
業
に
つ
い
て

　
環
境
対
策
課
か
ら
、
衛
生
処
理

場
で
、
休
日
の
ご
み
持
込
受
付
業

務
中
、
持
ち
込
ん
だ
車
が
、
ま

だ
、
そ
こ
に
い
る
間
に
、
ガ
ラ
ス

板
の
破
砕
作
業
を
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
ガ
ラ
ス
片
が
飛

び
、
車
を
傷
つ
け
た
こ
と
の
修
理

を
要
す
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
よ
り
、
「
狭
い
場
内
で
は

あ
る
が
、
持
ち
込
む
場
所
と
破
砕

す
る
場
所
な
ど
の
配
置
な
ど
工
夫

し
て
安
全
確
保
を
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
今
後
の
安

全
対
策
と
、
損
害
賠
償
の
確
定
な

ど
の
経
過
を
見
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

（
里
川
委
員
長
記
）

　９月２０日（火）５名の委員の出席（１
名欠席）のもと、委員会を開催しましたの
で、概要の報告をいたします。

▲東老人憩の家
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